
　令和５年度　部別予算見積方針・要求一覧表　（一般会計：枠配分対象経費）

部  名

当初予算編成に係る方針

予算見積要求一覧 （単位：千円）

① ②

Ｉ

③ ＋ ④

J

ふるさと応援基金新規・拡充特別枠対象事業 　（単位：千円）

予算見積における部の主要事業（当初１次基金対応事業を除く）　 　（単位：千円）

枠配分達成に向けた、歳入確保・歳出削減に対する主要な取り組み 　（単位：千円）

特記事項：

課名等 事業名 区分
歳入確保額
歳出削減額

取り組み内容（増減要因）

都市計画課
竹町都市公園アクセス道路整備
事業

85,450 0
馬淵小学校区・八幡東中学校区の通学路及び災害時の第3次緊急輸送道路の機能も合わ
せ持った公園へのアクセス道路の整備を進める。

土木課
地域住民連携型交通安全対策
整備事業

122,103 5,603
特定地域における面的対策等について、関係行政機関や地元と協議を行い、合意形成し
た計画に基づき、計画的かつ集中的に交通安電対策事業を実施する。

管理調整課 道路・照明灯長寿命化修繕事業 35,110 1,910
郊外の幹線市道を舗装修繕することにより、車両及び歩行者の安心・安全を確保する。(江
頭野村線他７線）

管理調整課 管理事務事業 14,927 14,927
安土地下道において冠水センサー・電光表示板を設置し、冠水すれば、速やかに通行止
規制を行い、通行者へ注意喚起を行う。

管理調整課 橋梁・トンネル長寿命化修繕事業 25,095 10,165
計画的に定期点検を実施し、修繕が必要な橋梁・トンネルを優先して修繕を行い、ライフサ
イクルコストの削減を行う。

課名等 事業名 歳出要求額 一般財源 事業概要

都市計画課
都市公園施設長寿命化整備事
業

50,100
公園施設の長寿命化計画に基づき、国の交付金を活用しながら既存都市公園の長寿命化を図り「だれもが利用し
やすい安全で快適な公園づくり」を推進する。

課名等 事業名 歳出要求額 事業概要

管理調整課 市道維持補修事業 35,750 市街地の幹線市道を舗装修繕することにより、車両及び歩行者の安心・安全を確保する。

 調整先部名・調整内容  部間調整額

部
間
調
整

総務部　会計課収納事務手数料 ▲ 386

 部配分ふるさと応援基金（枠
配分)財源額

Ｈ 79,000  部配分一般財源額 257,959
 部配分一般財源額
（部間調整後）

Ｉ+J 257,573

枠配分一般財源額を超過（②＞④）

0

合計 1,321,176 85,850 930,459 22,500 63,350 71,775 390,717

0

0

0 0

0

0

0 0

0

0

0 0

0

0 8,933

建築課 14,978 0 11,767 0 0 0 3,211

住宅課 308,487 0 299,554 0 0

都市計画課 165,462 50,100 145,972 22,500 27,600 10,100 19,490

管理調整課 363,759 35,750 135,040 0 35,750

土木課 468,490 0 338,126 0 0 49,600 130,364

12,075 228,719

その他特財
ふるさと応援
基金充当額

A B C Ｄ Ｅ：Ｂ-Ｄ

都市整備部

（１）役割
　近江八幡市第１次総合計画の基本目標「時代にあった安全・安心な生活基盤を築き、次世代への礎を築く。(都市基盤整備）」及び持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）「住み続けられるまちづくり」などの実現のた
めに、少子高齢社会が進む中、近未来の人口減少、地域経済の縮小など不透明感が漂う状況にあるが、次の施策方針に基づき豊かな自然と良好な風景の保全、個性豊かな持続可能な都市基盤の創造及
び異常気象による災害に対応できる防災・減災への環境整備や体制づくりを進め、郷土に愛着と誇りが持てるまちづくりに努める。
（２）施策方針
① 事業内容を精査し、計画的かつ効率的な事業実施を図る。
② 地域インフラの整備や改良の要望に対し、緊急性、安全性、費用対効果などの事業効果を精査し、地域との協働を軸に取り組む。
③ 本市の個性豊かな景観を保ちつつ、活力あるまちづくりを推進するとともに、災害に強い都市機能の向上が図られるよう総合的な都市整備を推進する。

課　名　等

当初２次
歳　出

予算見積額
総額

当初２次
歳　入

予算見積額
総額

当初２次
枠配分

一般財源
内ふるさと応援

基金特別枠

内ふるさと応援基金特別枠 内ふるさと応援
基金(枠配分)

充当額

F Ｇ:(A-B)-(C-D-E)

様式0-1


